
○市民農園の運営管理、観光農園ビジネスの開拓
・地元建設業者による市民農園開設・運営のためのノウハウの習

 
得と、観光農園ビジネスも視野に入れた知見の獲得
・市民公募による農園参加者とともに、農園の造成から堆肥作り、

 
苗付け、維持管理、収穫までの試行事業
・行政ならびに農協と地元建設業者の協働により、都市内農業と建

 
設業とのマッチングの検証

○農地ならびに農地以外の「最適土」製造ビジネスの開拓
・地元建設業者の経営資源を利用して、目的に対して最適な土を現

 
地で製造するノウハウの取得

事業の背景

事業名【都道府県】

協議会名・参加団体名

事業の概要

期待される効果

農業の事例

・市民・観光農園開設ノウハウ習得による建設従事者の雇用

・都市内の耕作放棄地の再生・活用の促進

・行政課題である「都市市民の食と農の関心促進」を実践

・最適土製造も含めて新たな公共事業の醸成

・建設業者の農地法、関連諸法規等の理解ならびに農業分野進

 
出意欲の喚起

・行政による「都市内農地の保全・再生」施策との連携

 

など

事業の課題

雇用者(のべ従事者数)：91人
(平均雇用者数

 

9.6人/月)
【連絡先】
〒461-0001 名古屋市東区泉一丁目13番地34号
社団法人名古屋建設業協会内協議会事務局：井戸
tel052-971-1901  fax052-971-1903
Email：aguri_genkiup@yahoo.co.jp

今後の建設業のビジネス展開

雇用の状況

・現場管理、住民対策等の建設従事者のノウハウを生かした

 
市民・観光農園運営事業
・自社所有地を含む都市内休眠地を利用した農業分野進出
・農地、公園、運動施設など、使用目的に応じた「土づくり」ビ

 
ジネスの創出

都市型農建連携による市民・観光農園振興事業【愛知県】

都市型農建連携「アグリ事業」振興協議会
社団法人名古屋建設業協会、社団法人愛知県建設業協会、名古屋市緑政土木局、

 
緑信用農業協同組合、財団法人名古屋市建設技術サービス財団

就業者の老齢化や近隣住民との関係疎遠化など、都市建設業と

 
都市農業が抱える課題の多くは共通する。一方で「都市内農地の

 
保全・再生」が叫ばれるようになり、その担い手が求められている。
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